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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭化水素油１００重量部と、金属石鹸０．１重量部～２０重量部と、フッ素オイルを１
．０重量部～１０．０重量部と、フッ素樹脂微粉末０．０１重量部～５．０重量部と、シ
リカ微粉末０．０１重量部～３．０重量部と、一般式Ｒ１ＳＨ（式中、Ｒ１は炭素数１０
～２０の飽和又は不飽和の１価の炭化水素基を示す）及び一般式ＨＳＲ２ＳＨ（式中、Ｒ
２は炭素数３～１６の飽和又は不飽和の２価の炭化水素基を示す）で表わされる化合物か
らなる群より選ばれるオルガノチオール化合物０．０１重量部～０．１重量部と、を含有
することを特徴とする電気接点用潤滑組成物。
【請求項２】
　前記炭化水素油は、脂肪族炭化水素油であって９８．９℃における粘度が１ｃＳｔ～２
０ｃＳｔであることを特徴とする請求項１記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項３】
　前記炭化水素油がポリα－オレフィンオイルであることを特徴とする請求項１又は請求
項２記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項４】
　前記炭化水素油がエチレンとα－オレフィンとのオリゴマーを含むことを特徴とする請
求項１又は請求項２記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項５】
　前記金属石鹸がリチウム石鹸であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか
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に記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項６】
　前記リチウム石鹸がリチウムハイドロオキシステアレートであることを特徴とする請求
項５記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項７】
　前記フッ素オイルがパーフルオロポリエーテルであることを特徴とする請求項１から請
求項６のいずれかに記載の電気接点用潤滑組成物。
【請求項８】
　前記シリカ微粉末の含有量が前記オルガノチオール化合物の含有量よりも多いことを特
徴とする請求項１から請求項７のいずれかに記載の電気接点用潤滑組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気接点用潤滑組成物に関し、特に、電子機器などの機構部品（スイッチ、エ
ンコーダーなど）の摺動電気接点やそれに近接する摺動部分に用いられる電気接点用の潤
滑組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電子機器などの機構部品（スイッチ、エンコーダーなど）の摺動電気接点の保護
、及びそれに近接する摺動部分に用いられる潤滑組成物は、シリコーンオイルや合成油を
シリカ粉や金属石鹸で増稠した潤滑剤である。電気的に安定な接続を得るためには、シリ
コーンオイルを用いた潤滑剤が有効であるが、硫化水素のような腐食性ガスを遮断する特
性に欠けるので、これを補うために通常硫化防止剤を用いる（特許文献１）。
【特許文献１】特公平２－２９１１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、硫化防止剤の添加によって電気接点の表面に皮膜を形成するため潤滑性
は良くなるものの接触抵抗は不安定となり、静止状態の接続安定性は確保されても、外部
からの衝撃振動や摺動時のような動的な接続安定性は劣化してしまう。また、接触抵抗を
重視して硫化防止を無視したとしても金属同士の接触が強くなるため、摩耗が生じてしま
い電気接点の作動寿命が短くなり、昨今の１００万回を越える長寿命の要求を満足しなく
なる。
【０００４】
　同様に、炭化水素油を始めとした合成油の場合には、シリコーンオイルに比較して潤滑
油膜が強く、潤滑性やガス遮断性は良好であるが、接触抵抗は安定し難い傾向にある。過
去のアナログ回路では静止接続の安定性だけも機能してきたが、近年のデジタル信号処理
が電子回路の主流となっている中では使用に耐えない。特に近年の軽薄短小化の電気・電
子機器の動向にあって、接触荷重も軽量化し、軽い操作が必要とされるようになって来る
と一層この要求は高くなっている。
【０００５】
　これらの要求を溝足するために潤滑剤に研磨剤などを加えると、摺動部の摩耗が著しく
なり電気接点の要求作動寿命を満足しない。一方で、シリコーン系潤滑剤は接触安定性に
優れた特性は持つものの、シロキサンガスの懸念から使用に当たって制約が設けられる。
このため、シリコーンオイルを用いない潤滑剤であって接触の安定性が確保できるものが
必要となっている。しかしながら、接触抵抗を安定化することのできる電気接点用潤滑剤
が存在しないため、接点の接触力を上げる方法を採らざるを得ないのが実状である。すな
わち、２０ｇ以下程度の軽荷重接点において、電気的な接続の安定性を静止状態、摺動状
態、及び外的な振動が印加される状態においても確保でき、かつ作動寿命が長い電気接点
用潤滑組成物が求められている。
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【０００６】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、軽荷重接点においても電気接点部の接
触抵抗の安定化及び耐硫化性を損なうことなく、作動寿命を改良した電気接点用潤滑組成
物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電気接点用潤滑組成物は、炭化水素油１００重量部と、金属石鹸０．１重量部
～２０重量部と、フッ素オイルを１．０重量部～１０．０重量部と、フッ素樹脂微粉末０
．０１重量部～５．０重量部と、シリカ微粉末０．０１重量部～３．０重量部と、一般式
Ｒ１ＳＨ（式中、Ｒ１は炭素数１０～２０の飽和又は不飽和の１価の炭化水素基を示す）
及び一般式ＨＳＲ２ＳＨ（式中、Ｒ２は炭素数３～１６の飽和又は不飽和の２価の炭化水
素基を示す）で表わされる化合物からなる群より選ばれるオルガノチオール化合物０．０
１重量部～０．１重量部と、を含有することを特徴とする。
【０００８】
　この構成によれば、電子機器などの機構部品（スイッチ、エンコーダーなど）の摺動電
気接点、及びそれに近接する摺動部分に用いた場合に、電気接点部の接触抵抗の安定化及
び耐硫化性を損なうことなく長期の作動耐久性を格段に向上させることができる。
【０００９】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記炭化水素油は、脂肪族炭化水素油であ
って９８．９℃における粘度が１ｃＳｔ～２０ｃＳｔであることが好ましい。
【００１０】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記炭化水素油がポリαオレフィンオイル
であることが好ましい。
【００１１】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記炭化水素油がエチレンとα－オレフィ
ンとのオリゴマーを含むことが好ましい。
【００１２】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記金属石鹸がリチウム石鹸であることが
好ましい。この場合において、前記リチウム石鹸がリチウムハイドロオキシステアレート
であることが好ましい。
【００１３】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記フッ素オイルがパーフルオロポリエー
テルであることが好ましい。
【００１４】
　本発明の電気接点用潤滑組成物においては、前記シリカ微粉末の含有量が前記オルガノ
チオール化合物の含有量よりも多いことが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の電気接点用潤滑組成物は、炭化水素油１００重量部と、金属石鹸０．１重量部
～２０重量部と、フッ素オイルを１．０重量部～１０．０重量部と、フッ素樹脂微粉末０
．０１重量部～５．０重量部と、シリカ微粉末０．０１重量部～３．０重量部と、一般式
Ｒ１ＳＨ（式中、Ｒ１は炭素数１０～２０の飽和又は不飽和の１価の炭化水素基を示す）
及び一般式ＨＳＲ２ＳＨ（式中、Ｒ２は炭素数３～１６の飽和又は不飽和の２価の炭化水
素基を示す）で表わされる化合物からなる群より選ばれるオルガノチオール化合物０．０
１重量部～０．１重量部と、を含有するので、電子機器などの機構部品の摺動電気接点、
及びそれに近接する摺動部分に用いた場合に、電気接点部の接触抵抗の安定化及び耐硫化
性を損なうことなく長期の作動耐久性を格段に向上せしめる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
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　本発明の電気接点用潤滑組成物は、炭化水素油１００重量部と、金属石鹸０．１重量部
～２０重量部と、フッ素オイルを１．０重量部～１０．０重量部と、フッ素樹脂微粉末０
．０１重量部～５．０重量部と、シリカ微粉末０．０１重量部～３．０重量部と、一般式
Ｒ１ＳＨ（式中、Ｒ１は炭素数１０～２０の飽和又は不飽和の１価の炭化水素基を示す）
及び一般式ＨＳＲ２ＳＨ（式中、Ｒ２は炭素数３～１６の飽和又は不飽和の２価の炭化水
素基を示す）で表わされる化合物からなる群より選ばれるオルガノチオール化合物０．０
１重量部～０．１重量部と、を含有することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の電気接点用潤滑組成物において、基油としては、炭化水素油を用いる。炭化水
素油としては、脂肪族炭化水素油でも良く、芳香族炭化水素油でも良い。脂肪族炭化水素
油としては、流動パラフィン、ポリα－オレフィンオイル、エチレンとα－オレフィンと
のオリゴマー、オレフィンコポリマーなどを挙げることができる。この脂肪族炭化水素油
は、潤滑性能、揮発性、粘性抵抗などを考慮して、９８．９℃における粘度が１ｃＳｔ～
２０ｃＳｔのものが好適である。例えば、脂肪族炭化水素油としては、下記一般式（１）
で表わされるポリα－オレフィンオリゴマーにおいて、有機基Ｒ4として、メチル基、エ
チル基、プロピル基、ブチル基、アミル基、ヘキシル基、オクチル基などの炭素数が１～
６のアルキル基を含むものが挙げられる。
【化１】

【００１８】
　芳香族炭化水素油としては、ポリフェニルエーテルなどが挙げられる。なお、これらの
基油は、それぞれ単独で用いても良く、混合して用いても良い。
【００１９】
　本発明の電気接点用潤滑組成物において、基油に適度の稠度を付与する増稠剤としては
、金属石鹸を用いる。金属石鹸としては、アルミニウムステアレート、リチウムステアレ
ート、リチウムヒドロキシステアレート、アルミニウムオレエート、リチウムオレエート
、リチウムコンプレックス石鹸などが挙げられる。金属石鹸の中でも、リチウムヒドロキ
システアレートは広い温度域で安定した潤滑性、性状安定性を示すので好ましい。これら
の増稠剤は、塗布に適した稠どや潤滑性、接触抵抗を考慮して、基油成分１００重量部に
対して０．１重量部～２０重量部の範囲で含まれる。
【００２０】
　本発明の電気接点用潤滑組成物に含まれるフッ素オイルとしては、パーフルオロアルカ
ン、ポリ３フッ化エチレン、パーフルオロポリエーテルなどが挙げられる。パーフルオロ
ポリエーテルは、比較的炭化水素油と混合し易く、化学的性質も安定であることから接触
抵抗の安定性、性状の安定性にも優れている。フッ素オイルは、フッ素オイルの種類や基
油である炭化水素油の粘度を考慮して、基油成分１００重量部に対して１．０重量部～１
０．０重量部の範囲で含まれる。
【００２１】
　本発明の電気接点用潤滑組成物に含まれるフッ素樹脂微粉末は、潤滑性能、特に６０℃
を越える温度域での潤滑性に効果があり、潤滑性能の安定化に必要である。フッ素樹脂微
粉末としては、電気接点に異物として障害にならないことを考慮して、平均粒径０．０５
μｍ～２０μｍのものが好ましい。フッ素樹脂微粉末は、接触抵抗の安定化、経済性を考
慮して、基油成分１００重量部に対して０．０１重量部～５．０重量部の範囲で含まれる
。なお、フッ素樹脂微粉末の代わりに、グラファイトなどの他の固体潤滑剤を用いても良
い。
【００２２】
　本発明の電気接点用潤滑組成物に含まれるシリカ微粉末としては、煙霧質シリカ、沈殿
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シリカ、シリカエアロゲルなどが挙げられる。シリカ微粉末は、接触抵抗、性状安定化、
摺動摩耗などを考慮して、基油成分１００重量部に対して０．０１重量部～３．０重量部
の範囲で含まれる。これらのシリカ微粉末としては、オルガノシラン、ポリオルガノシロ
キサン、オルガノシラザンなどで表面処理したものを用いても良い。
【００２３】
　本発明の電気接点用潤滑組成物に含まれるオルガノチオール化合物は、一般式Ｒ1ＳＨ
で表わされるオルガノチオール化合物（オルガノメルカプタン）であり、Ｒ1が炭素数１
０～２０、好ましくは１４～１８の範囲の飽和又は不飽和の１価の炭化水素基である。こ
の炭素数は蒸気圧や接触抵抗を考慮して選択する。これらの条件を満たすオルガノメルカ
プタンとしては、デシルメルカプタン、ドデシルメルカプタン、テトラデシルメルカプタ
ン、ヘキサデシルメルカプタン、オクタデシルメルカプタン、β－ナフタレンチオールな
どが挙げられる。
【００２４】
　また、本発明の電気接点用潤滑組成物に含まれるオルガノチオール化合物は、耐硫化性
を発揮する成分であり、一般式ＨＳＲ2ＳＨで表わされるオルガノジチオールであり、Ｒ2

が炭素数３～１６の範囲の飽和又は不飽和の２価の炭化水素基である。この炭素数は蒸気
圧や接触抵抗を考慮して選択する。これらの条件を満たすオルガノジチオールとしては、
１，３－トリメチレンジチオール、１，４－テトラメチレンジチオール、１，５－ペンタ
メチレンジチオール、１，６－ヘキサメチレンジチオール、１，８－オクタメチレンジチ
オール、１，１０－デカメチレンジチオールなどが挙げられる。
【００２５】
　オルガノチオール化合物は、耐硫化性、接触抵抗などを考慮して、基油成分１００重量
部に対して０．０１重量部～０．１重量部の範囲で含まれる。また、接触抵抗をより安定
化するためには、シリカ微粉末の含有量がオルガノチオール化合物の含有量よりも多いこ
とが好ましい。
【００２６】
　本発明の電気接点用潤滑組成物は、基油成分及び増稠剤成分を加熱混合し、そこにフッ
素オイル、フッ素樹脂微粉末、シリカ微粉末及びオルガノチオール化合物を加えて調合す
る。また、本発明の電気接点用潤滑組成物においては、本発明の効果を損なわない量的、
質的範囲内で、他の添加物、例えば酸化防止剤などを混合しても良い。
【００２７】
　本発明の電気接点用潤滑組成物において、フッ素オイルは、基油である炭化水素油と増
稠剤である金属石鹸とで構成されるベースオイルと混合し難い成分である。そして、この
フッ素オイルは、ベースオイルに対して上記混合量、すなわち少量加えている。ベースオ
イルについては、その潤滑性を向上させるためには、油膜の強度を高める必要があるが、
油膜の強度を高めると、荷重に対する油切れが悪くなる。例えば、２０ｇ以下の荷重の電
気接点においては、油膜の強度を高くして潤滑性を高くすると、油膜の切れが悪くなり、
接触の確実性が低下する恐れがある。したがって、本発明においては、ベースオイルに混
ざり難いオイルを積極的に比較的少量加えて、油切れを良くしている。これにより接触抵
抗の安定化を図ることが可能となる。なお、ベースオイルに対して混ざり難いオイルであ
れば、フッ素オイル以外のオイルを用いても良い。
【００２８】
　本発明の電気接点用潤滑組成物において、シリカ微粉末は、研磨材としての役割を果た
し、ベースオイルやフッ素オイルを物理的に油切れする。したがって、上記フッ素オイル
とシリカ微粉末とにより、油切れを良好に起こさせて、２０ｇ以下程度の低荷重でも接触
抵抗の安定化を図ることができる。また、このシリカ微粉末は、研磨効果を有するので、
ごく微量加えることにより、電気接点の作動寿命を長くすることができる。なお、シリカ
微粉末の代わりに、フラーレン粒子などを用いても良い。さらに、シリカ微粉末は、ベー
スオイルとフッ素オイルのような混ざり難いオイルに対してチクソ性を持たせる働きがあ
る。
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【００２９】
　このように、本発明の電気接点用潤滑組成物は、電子機器などの機構部品の摺動電気接
点、及びそれに近接する摺動部分に用いた場合に、フッ素オイル及びシリカ微粉末により
電気接点部の接触抵抗の安定化を図ることができ、オルガノチオール化合物により耐硫化
性を発揮することができる。また、各成分の含有量を調整することにより、接触抵抗の安
定化や耐硫化性を損なわずに長期の作動耐久性を格段に向上させることができる。
【００３０】
　次に、本発明の効果を明確にするために行った実施例について説明する。なお、本発明
は以下の実施例に限定されるものではない。
　（実施例１）
　１０ｃＳｔのポリα―オレフィンオイル１００重量部をステンレスカップに入れ、さら
にリチウムハイドロオキシステアレートを５重量部加えた。次いで、これをマントルヒー
ターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白濁していた
液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になったところで
フッ素オイル（パーフルオロアルカン（ダイキン社製、デムナム））を１重量部、フッ素
樹脂粉末１重量部、βナフタレンチオール（芳香族系）０．１重量部、及びシリカ微粉末
（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．０５重量部をその順に加えてよく撹拌し
て混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用いて剪断を加えながら５回
通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例１）。なお、各成分の組成については、下記
表１に示す。
【００３１】
　得られた電気接点用潤滑組成物（実施例１）について、作動寿命試験、高温放置試験及
び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に示す。作動寿命試験については、図１に
示すエンコーダのスイッチ基板１と摺動子２との間に電気接点用潤滑組成物を塗布し、エ
ンコーダのスイッチを毎分約１００回転動作する専用試験装置で動作させ、動作回数１０
万回、１００万回の時点での接触抵抗値及びノイズの発生で判定した。判定においては、
３０ｍΩ以下かつノイズ無しを◎とし、５０ｍΩ以下かつノイズ無しを○とし、１００ｍ
Ω以下かつノイズ小を△とし、１００ｍΩ以上かつノイズ大を×とした。
【００３２】
　高温放置試験については、汎用の恒温槽（タバイ社製ＰＲ－１Ｇ）を８５℃に設定し、
　２５０時間、５００時間放置後の接触抵抗値及びノイズの発生で判定した。判定におい
ては、３０ｍΩ以下かつノイズ無しを◎とし、５０ｍΩ以下かつノイズ無しを○とし、１
００ｍΩ以下かつノイズ小を△とし、１００ｍΩ以上かつノイズ大を×とした。
【００３３】
　硫化試験については、山崎精機社製硫化試験機を用い１ｐｐｍの濃度で４０℃、７０％
ＲＨに設定し、硫化水素１ｐｐｍ、４０℃、相対湿度７０％～７５％の環境に２４０時間
放置した後の接触抵抗値及び接点部の変色状態から判定した。判定においては、５０ｍΩ
以下かつ変色軽微を◎とし、１００ｍΩ以下かつ変色小を○とし、２００ｍΩ以下かつ変
色中を△とし、２００ｍΩ以上かつ変色大を×とした。
【００３４】
　なお、接触抵抗の測定は、ＹＨＰ社ミリオームメーター４３３８Ｂを用いた。ノイズに
ついては、５Ｖ、５００μＡでオシロスコープを用いてバウンス状態を測定した。また、
変色の程度は目視で判断した。
【００３５】
　（実施例２）
　１０ｃＳｔのポリα―オレフィンオイル１００重量部をステンレスカップに入れ、さら
にリチウムハイドロオキシステアレートを５重量部加えた。次いで、これをマントルヒー
ターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白濁していた
液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になったところで
フッ素オイル（ポリ３フッ化塩化エチレン（ダイキン社製、ダイフロイル））を３重量部
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、フッ素樹脂粉末３重量部、βナフタレンチオール（芳香族系）０．０５重量部、及びシ
リカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．２重量部をその順に加えてよ
く撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用いて剪断を加えな
がら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例２）。なお、各成分の組成について
は、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（実施例２）について、作動寿
命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００３６】
　（実施例３）
　６ｃＳｔのエチレンとα－オレフィンのオリゴマー（ルーカント）１００重量部をステ
ンレスカップに入れ、さらにリチウムハイドロオキシステアレートを５重量部加えた。次
いで、これをマントルヒーターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００
℃を越えると白濁していた液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６
０℃程度になったところでフッ素オイル（ポリ３フッ化塩化エチレン（ダイキン社製、ダ
イフロイル））を３重量部、フッ素樹脂粉末１重量部、ステアリルメルカプタン（脂肪族
系）０．０５重量部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．
１重量部をその順に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロー
ルミルを用いて剪断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例３）。
なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（
実施例３）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果
を下記表２に併記した。
【００３７】
　（実施例４）
　フェニルエーテル（１５．８ｍｍ2／ｓ、４０℃）１００重量部をステンレスカップに
入れ、さらにリチウムハイドロオキシステアレートを３重量部加えた。次いで、これをマ
ントルヒーターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白
濁していた液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になっ
たところでフッ素オイル（ポリ３フッ化塩化エチレン（ダイキン社製、ダイフロイル））
を５重量部、フッ素樹脂粉末１重量部、ステアリルメルカプタン（脂肪族系）０．１重量
部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．２重量部をその順
に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用いて剪
断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例４）。なお、各成分の組
成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（実施例４）につい
て、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に併記
した。
【００３８】
　（実施例５）
　１０ｃＳｔのポリα―オレフィンオイル８０重量部とフェニルエーテル（１５．８ｍｍ
2／ｓ、４０℃）２０重量部をステンレスカップに入れ、さらにリチウムハイドロオキシ
ステアレートを５重量部加えた。次いで、これをマントルヒーターで２３０℃までゆっく
りと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白濁していた液体が透明になり完全に溶
解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になったところでフッ素オイル（パーフルオ
ロアルカン（ダイキン社製、デムナム））を５重量部、フッ素樹脂粉末３重量部、ステア
リルメルカプタン（脂肪族系）０．１重量部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／
ｇの煙霧質シリカ）０．１重量部をその順に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却
したところで、三本ロールミルを用いて剪断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成
物を得た（実施例５）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた
電気接点用潤滑組成物（実施例５）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性
試験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００３９】
　（実施例６）
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　６ｃＳｔのエチレンとα－オレフィンのオリゴマー（ルーカント）１００重量部をステ
ンレスカップに入れ、さらにリチウムハイドロオキシステアレートを５重量部加えた。次
いで、これをマントルヒーターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００
℃を越えると白濁していた液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６
０℃程度になったところでフッ素オイル（パーフルオロアルカン（ダイキン社製、デムナ
ム））を５重量部、フッ素樹脂粉末３重量部、ステアリルメルカプタン（脂肪族系）０．
１重量部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．２重量部を
その順に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用
いて剪断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例６）。なお、各成
分の組成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（実施例６）
について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２
に併記した。
【００４０】
　（実施例７）
　１０ｃＳｔのポリα―オレフィンオイル１００重量部をステンレスカップに入れ、さら
にリチウムハイドロオキシステアレートを５重量部加えた。次いで、これをマントルヒー
ターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白濁していた
液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になったところで
フッ素オイル（パーフルオロポリエーテル（アウジモント社製、フォンブリン））を３重
量部、フッ素樹脂粉末１重量部、βナフタレンチオール（芳香族系）０．０５重量部、及
びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．１重量部をその順に加え
てよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用いて剪断を加
えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例７）。なお、各成分の組成につ
いては、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（実施例７）について、作
動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００４１】
　（実施例８）
　６ｃＳｔのエチレンとα－オレフィンのオリゴマー（ルーカント）１００重量部をステ
ンレスカップに入れ、さらにリチウムハイドロオキシステアレートを３重量部加えた。次
いで、これをマントルヒーターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００
℃を越えると白濁していた液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６
０℃程度になったところでフッ素オイル（パーフルオロポリエーテル（アウジモント社製
、フォンブリン））を５重量部、フッ素樹脂粉末３重量部、ステアリルメルカプタン（脂
肪族系）０．１重量部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０
．０５重量部をその順に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本
ロールミルを用いて剪断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例８
）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成
物（実施例８）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その
結果を下記表２に併記した。
【００４２】
　（実施例９）
　１０ｃＳｔのポリα―オレフィンオイル１００重量部をステンレスカップに入れ、さら
にリチウムハイドロオキシステアレートを３重量部加えた。次いで、これをマントルヒー
ターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００℃を越えると白濁していた
液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６０℃程度になったところで
フッ素オイル（パーフルオロポリエーテル（アウジモント社製、フォンブリン））を５重
量部、フッ素樹脂粉末５重量部、ステアリルメルカプタン（脂肪族系）０．１重量部、及
びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．１重量部をその順に加え
てよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロールミルを用いて剪断を加
えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例９）。なお、各成分の組成につ
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動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００４３】
　（実施例１０）
　６ｃＳｔのエチレンとα－オレフィンのオリゴマー（ルーカント）１００重量部をステ
ンレスカップに入れ、さらにリチウムハイドロオキシステアレートを３重量部加えた。次
いで、これをマントルヒーターで２３０℃までゆっくりと撹拌しながら加温した。２００
℃を越えると白濁していた液体が透明になり完全に溶解した。次いで、これを冷却し、６
０℃程度になったところでフッ素オイル（ポリ３フッ化塩化エチレン（ダイキン社製、ダ
イフロイル））を５重量部、フッ素樹脂粉末１重量部、ステアリルメルカプタン（脂肪族
系）０．１重量部、及びシリカ微粉末（比表面積２００ｍ2／ｇの煙霧質シリカ）０．１
重量部をその順に加えてよく撹拌して混合した。室温まで冷却したところで、三本ロール
ミルを用いて剪断を加えながら５回通して電気接点用潤滑組成物を得た（実施例１０）。
なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑組成物（
実施例１０）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。その結
果を下記表２に併記した。
【００４４】
　（比較例１）
　フッ素オイルを含有しないこと以外は、実施例１と同様にして、電気接点用潤滑組成物
を得た（比較例１）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電
気接点用潤滑組成物（比較例１）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試
験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００４５】
　（比較例２）
　フッ素樹脂粉末を含有しないこと、βナフタレンチオールの変わりにステアリルメルカ
プタンを用いること以外は、実施例３と同様にして、電気接点用潤滑組成物を得た（比較
例２）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電気接点用潤滑
組成物（比較例２）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試験を行った。
その結果を下記表２に併記した。
【００４６】
　（比較例３）
　オルガノチオール化合物が過剰に加えられたこと以外は、実施例６と同様にして、電気
接点用潤滑組成物を得た（比較例３）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記
した。得られた電気接点用潤滑組成物（比較例３）について、作動寿命試験、高温放置試
験及び硫化特性試験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００４７】
　（比較例４）
　シリカ微粉末を含有しないこと以外は、実施例４と同様にして、電気接点用潤滑組成物
を得た（比較例４）。なお、各成分の組成については、下記表１に併記した。得られた電
気接点用潤滑組成物（比較例４）について、作動寿命試験、高温放置試験及び硫化特性試
験を行った。その結果を下記表２に併記した。
【００４８】
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【表１】

【表２】

【００４９】
　表２から分かるように、本発明の電気接点用潤滑組成物（実施例１～実施例１０）は、
電気接点部の接触抵抗の安定化及び耐硫化性を損なうことなく、長い作動寿命を示した。
一方、フッ素オイルを含まない電気接点用潤滑組成物（比較例１）は、接触抵抗の安定性
が悪く、フッ素樹脂粉末を含まない電気接点用潤滑組成物（比較例２）は、１００万回で
の作動寿命や硫化特性が悪く、オルガノチオール化合物が過剰に加えられた電気接点用潤
滑組成物（比較例３）やシリカ微粉末を含有しない電気接点用潤滑組成物（比較例４）は
、接触抵抗の安定化及び耐硫化性がいずれも悪かった。
【００５０】
　本発明は上記実施の形態に限定されず、種々変更して実施することが可能である。例え
ば、構成成分や含有量、配合手順などについては、本発明の範囲を逸脱しない範囲で種々
変更して実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の電気接点用潤滑組成物を用いるエンコーダを示す図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１　スイッチ基板
　２　摺動子



(11) JP 4892282 B2 2012.3.7

【図１】



(12) JP 4892282 B2 2012.3.7

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｃ１０Ｍ 125/26     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 125/26    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｍ 131/00     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 131/00    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｍ 135/20     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 135/20    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｍ 147/02     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 147/02    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  10/02     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  10:02    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  20/02     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  20:02    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30/06     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  30:06    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30/08     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  30:08    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30/12     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  30:12    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  40/14     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  40:14    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  50/10     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  50:10    　　　　          　　　　　

(56)参考文献  特開平０６－３４６０７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２６８３７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２３２４３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５７－１９５１９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１０９８６２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ１０Ｍ　１０１／００－１７７／００
              Ｃ１０Ｎ　４０／１４－４０／１８　　　　
              　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

